
職　務　経　歴　書
〇〇〇〇年〇月〇〇日現在


氏名：〇〇　〇〇　(〇〇歳)
住所：〒〇〇〇-〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇-〇-〇〇-〇
TEL：〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇

MAIL： 

■職務要約
〇〇〇〇大学を卒業後、〇〇〇〇年に現在の〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇株式会社に入社。技術職として工事のマネジメントに携わってきたほか、技術営業に近い立場から、お客様への技術的説明や設備提案などにも携わってきました。

	■職務経歴
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇株式会社
◆事業内容：建設設備・内装の設計及び施工、メンテナンス
◆資本金：〇〇億〇,〇〇〇万円　売上高：〇〇〇.〇億円（〇〇〇〇年）　従業員数：〇〇〇名 非上場

	期間
	業務内容

	〇〇〇〇年〇月
～
〇〇〇〇年〇月
	〇〇本部　施設システム事業統括部　システム技術第〇部　システム技術〇課所属
【雇用形態】正社員

	
	〇〇本部施設システム事業統括部システム技術第〇部システム技術〇課に配属後、技術職として　営業補助業務と工事のマネジメントである、施工管理を担当してきました。

【担当地域】〇〇圏（〇〇〇県）
【取引顧客】不動産デベロッパー，ビル管理会社，施設テナント，ゼネコン，サブコン，
施工協力会社
【取扱商品】AV設備、監視カメラ他電気設備

●主な担当業務
　〇営業補助業務
技術職という立場から、機器構成の提案や技術説明、受注後にお客様事情でやむを得ず工事　内容などが変更になる場合での改定案の提案などを行ってきました。
営業の段階から工事終了までと、通常の営業職よりも長い期間お客様に寄り添って業務を　　行ってきたこともあり、工事をしていく中でも、どうすればお客様にとって最適なものを提供できるのかを常に考え、それを行動に移しながら仕事をしてきました。

〇施工管理・マネジメント業務
営業補助を行った現場を中心に、現場担当する現場の工事が円滑に進むよう、工事関係者　などとの調整業務や工事の進捗管理、図面の作成、現場での安全管理などを行って参り　　　ました。

【主要担当現場】
・〇〇〇〇〇（及び周辺施設)　サイネージ・AV設備設置・更新工事(〇〇県〇〇市)
マネジメント人数：〇〇人
・〇〇〇〇〇〇〇〇　監視カメラ追加工事(〇〇都〇区)
　　　　マネジメント人数：〇人
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇　構内放送設備更新工事(〇〇県〇〇市)
マネジメント人数：〇〇人
　　・〇〇〇〇　監視カメラ・放送設備更新工事(〇〇都〇〇区)
　　　　マネジメント人数：〇〇人
　　・〇〇〇〇〇〇〇〇　ドライブスルー設備納入・設定(〇〇県〇市)



■PRポイント
〇営業ではないからこそ意識してきた「現場・お客様」
これまで営業ではなく、技術職という現場に近い立場から営業に近い提案活動を行ってきたこともあり、　実際の現場を見ていく中でよりお客様の実情・要望に合わせた内容にできないかと、下記の２点を中心に意識して取り組んできました。
１：営業から引き継いだ内容をそのままに工事するだけではなく、どうしたら発注されたお客様、ひいては実際に設備を運用される方にとってより最適な内容となるかを検討したうえで、お客様に提案をする。
２：お客様が工事で納める機器を使って施設を運用していく中で、どんなことをしたいのかを考え、更新前の状態でどういった運用をしているのかを実際に自分の目で確認し、それに合わせ機器の配置などを工事中であったとしても積極的に提案をしていく。
このようなことを意識し、提案の力を磨いてきたことにより、「営業の方が提案したものよりもより良い提案ですね」とお客様よりお褒めの言葉を頂くこともありました。

　〇現場を動かすマネージャーとして意識してきた「コミュニケーション」
現場を円滑に進めていくうえで、関係者との心地よい関係構築をしていくことを意識し、下記の４点を　意識して取り組んできました。
１：自分が置かれている現状を相手に積極的に伝える。
２：相手から意見を伺う際はできるだけ自分が下手に出るようにし、相手が意見を言いやすい環境を作り出す。
３：相手に提案を行う場合は、複数の提案を準備する。
４：休憩時間に積極的にコミュニケーションを取り、相手がどういった考えを持っているのか積極的に知りに行く。
これらを行う事ことにより、自分だけでなく相手も心地よい関係を築けるようになったと考えており、自分から発信するだけでなく、相手発で物事が進むようにもすることができました。

[bookmark: _Hlk129130444]■資格
[bookmark: _Hlk129130547]・第〇種電気工事士

■PCスキル
・Word（表作成・図版写真挿入を含む社内外文書作成）
・Excel（工事進捗表作成、表計算・表計算を用いた図の作成）
・PowerPoint（社内外向け文書・スライドの作成）
・Publisher（印刷を前提とした文書・プレゼン資料の作成）
PowerPointとPublisherについては、状況に応じて使い分けておりました。

以上
 〇 / 〇
